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要要約約

自尊感情には「とてもよい（very good）」と「これでよい（good enough）」の 2側面がある。近藤（2010）

は前者を社会的自尊感情，後者を基本的自尊感情とした。社会的自尊感情（Social Self-Esteem; SOSE）

は他者と自分を比較してその優劣を感じ取ることで変動するものであり，基本的自尊感情（Basic 

Self-Esteem; BASE）は他者との比較に左右されない，安定した感情である。本研究では，自尊感情

の 2側面が他の変数とどのように関連するのかを検討した。先行研究に基づき，SOSE，BASEの双

方または一方との関連が予測される変数として，自己受容感，劣等感，自己愛（評価過敏性，誇大

性），主観的幸福感を取り上げた。SOSE，BASE のどちらか一方を制御変数とした偏相関分析の結

果，SOSE は劣等感，誇大性，主観的幸福感と有意な偏相関が見られ，BASE は 5 変数すべてと有

意な偏相関を示した。また，偏相関係数の大きさの比較から，自己受容感，評価過敏性，主観的幸

福感は SOSEよりも BASEとより強く相関することが示された。以上のことから，自尊感情の 2側

面の共通性と差異性が明らかになった。
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問題と目的

自尊感情の 2面性

自尊感情は自己に対する肯定的な感情であり，「とてもよい（very good）」と「これでよい（good

enough）」の 2側面からなっている（Rosenberg, 1965）。このうち，前者は他者と比較した際に自分

の方が優れているという優越性に基づく感情であり，「随伴性自尊感情（contingent self-esteem）」（Deci

& Ryan, 1995）あるいは「社会的自尊感情（Social Self-Esteem; SOSE）」（近藤，2010）として概念化

されている。一方，後者は他者との比較に依拠せずに生じる自己受容の感情であり，「本当の自尊感

情（true self-esteem）」（Deci & Ryan, 1995）あるいは「基本的自尊感情（Basic Self-Esteem; BASE）」

（近藤，2010）とされている。

自尊感情という概念の提唱者である James（1892 今田訳 1992）は「自尊感情＝成功／願望」と

いう式で自尊感情の高さを表現しており，分子に相当する成功・失敗の大きさによって，自尊感情

が上下する可能性を指摘している。同様に，ソシオメーター理論（Leary, Tambor, Terdal, & Downs, 

1995）においては，自尊感情の高さは個人の社会的適応状態を表す測度と考えられており，自尊感

情の低下は社会的適応における危機を知らせるシグナルとしての役割を担う。

ところで，成功・失敗によって変動するのは随伴性自尊感情（または SOSE）であると考えられ

る。自分を「とてもよい」と感じること（随伴性自尊感情，SOSE）はその評価の基準が他者に委ね

られており，優越性や完全性の感情とも関連していることから（河内・梶井，2018），他者との比較

によって変動する，不安定なものであると考えられる。一方，「これでよい」の感覚（本当の自尊感

情，BASE）は本来感（伊藤・小玉，2005）と概念的に近く，自身に好意を抱いて尊重することで

あり，優越性や完全性は含まれていない。評価基準が自己に内在しているため，他者との比較に左

右されない，安定した感覚であると言える。

このように，本当の自尊感情（または BASE）は比較的安定した個人特性として長期にわたる社

会的適応を保障するのに対して，随伴性自尊感情（または SOSE）はその時々の状況や成功・失敗

によって変動し，現在または近い将来の行動を動機づける機能を有していると考えられる（阿部・

今野，2007; Kernis, Grannemann, & Braclay, 1989; Leary et al., 1995）。

これらの主張と同様に，近藤・山田・田渕・望月（2014）は自尊感情が低いこと自体ではなく，

その内実としての SOSEとBASEのバランスの悪さ，特にBASEの低さを問題視している。つまり，

SOSEとBASEが同程度に高い状態が好ましく，SOSEが低くてもBASEが高ければ許容範囲，BASE，

SOSEのどちらも低い状態，あるいは BASEが低く SOSEのみが高い状態は好ましくないとしてい

る。SOSE，BASEそれぞれの性質の違いやバランスを鑑みるに，比較対象である他者によって変化

してしまう SOSEよりも，他者の存在によって左右されにくい BASEを高める方が，長期的には精

神的な健康により良い影響を与えると考えられる。

本研究では近藤（2010）に依拠して自尊感情を SOSEと BASEの 2側面で捉え，これらが以下に

述べる諸変数とどのように関連するかを検討し，自尊感情の 2側面の共通性と差異性を明らかにす
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ることを目的とする。

自尊感情の 2側面と諸変数との関連

自己受容感 Deci & Ryan（1995）に従って自尊感情を「随伴性自尊感情」と「本当の自尊感情」

に分け，自己受容感と被受容感との関連を検討した石原（2020）は，自己受容感が本当の自尊感情

を高め，随伴性自尊感情を低下させることを示した。本当の自尊感情は BASE と，随伴性自尊感情

は SOSE と置換可能であることを踏まえると，自己受容感は BASE とは正の，SOSE とは負の関連

を示すと考えられる。

劣等感 ネガティブな反芻と劣等感・自尊感情との関連を検討した結果，劣等感が自尊感情に負

の影響を与えていることが明らかにされた（森津，2007）。このことから，劣等感は SOSE，BASE

それぞれと負の関連をもつことが予想される。劣等感とは自分が他者よりも劣っているという感覚

であり，自分と他者を比較してその差や相対的な位置を強く意識することで強められる（高坂，2008）。

他者という外的基準を用いて自分を評価するという性質をもつことを踏まえると，SOSE との関連

がより強くなると考えられる。

自己愛 小塩（1998）では，自己愛傾向は全体として自尊感情と正の相関関係にあることが示さ

れている。また，誇大型（誇大性）と過敏型（評価過敏性）の特徴（Table 1）からは，評価過敏性

は他者評価を気にしやすく意識の対象が他者に向いているのに対して，誇大性は他者の存在をそれ

ほど気にせず注意が自己に向きやすいと考えられる。これらのことから，評価過敏性と誇大性は

SOSE と BASE それぞれと関連をもっているが，評価過敏性は外的基準に自己評価の基準が準拠し

ている SOSE と強い関連を示し，誇大性は内的基準に自己評価の基準が準拠している BASE と強い

関連を示すと予測した。

主観的幸福感 主観的幸福感とは感情状態や家族，仕事など特定の領域に対する満足や人生全般

に対する満足を含む広範な概念であり（Diener, Suh, Lucas, & Smith, 1999），ある程度の時間的安定性

と状況に対する一貫性をもつ（伊藤・相良・池田・川浦，2003）。笹川（2015）は，優越感，他者

Table 1. 誇大型と過敏型の特徴（中山・中谷，2006）

周囲を気にかけない自己愛的な人
（誇大型：The Oblivious Narcissist）

周囲を過剰に気にかける自己愛的な人
（過敏型：The Hypervigilant Narcissist）

1.　他の人々の反応に気づくことがない 1.　他の人々の反応に敏感である

2.　傲慢で攻撃的である 2.　抑制的で，内気で，あるいは自己消去的

   でさえある

3.　自己に夢中である 3. 　自己よりも他の人々に注意を向ける

4.　注目の中心にいる必要がある 4.　注目の的になることを避ける

5.　「送信者であるが受信者ではない」 5.　侮辱や批判の証拠がないかどうか，

   注意深く他の人々に耳を傾ける

6.　明らかに，他の人々によって傷つけ

   られたと感じることに鈍感である

6.　容易に傷つけられたという感情をもつ
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Table 2. 本研究の仮説

自己受容感 劣等感 評価過敏性 誇大性 主観的幸福感

SOSE － －－ －－ ＋ ＋

BASE ＋ － － ＋＋ ＋

註：＋は正の相関，－は負の相関を表す。記号の数の差は相関の強さの差を表す。

評価，独自性が主観的幸福感に及ぼす影響について検討した。その結果，社会的自尊感情に相当す

ると考えられる優越感と他者評価が主観的幸福感に影響を与えていることが示された。同様に，自

尊感情が主観的幸福感に及ぼす影響について検討した石原（2020）では，社会的自尊感情に相当す

る優越感と基本的自尊感情に相当する本来感はそれぞれ主観的幸福感に対して正の影響を及ぼすこ

とが示された。以上のことから，SOSE，BASEはともに主観的幸福感と正の相関があると考えられ

る。

以上をまとめて，Table 2に本研究の仮説を示した。

方法

調査対象者

調査にはGoogleフォームを用いた。GoogleフォームのURLを講義内で提示，または知人や友人

に個人的に送付して拡散を依頼するなどして回答依頼を行った。回答における正答や誤答は存在し

ないこと，回答内容を研究以外の目的で使用しないこと，回答の中断が可能であり，回答しないこ

とによる不利益は生じないことを 1ページ目に記載し，調査協力に同意した場合に質問のページに

遷移した。

最終的には 146件の回答があったが，多重回答が 1件あったため，2回目の回答は除外した。145

名（男性 48名，女性 95名，無回答 2名; M = 20.71，SD = 1.29）のデータについて，SOBA-SETの

偏位尺度項目の合計点数が 18点未満のものを除外し，138名（男性 46名，女性 90名，無回答 2名;

M = 20.70，SD = 1.32）を分析対象とした。

調査内容

自尊感情 近藤（2013）が作成した SOBA-SETを使用した。SOBA-SETは SOSE，BASEの 2因

子各 6項目と偏位尺度項目 6項目の計 18項目で構成され，偏位尺度項目の合計点数が 18点以上で

あれば回答に信頼性があるとみなされる。「1＝全然そう思わない」から「4＝とてもそう思う」まで

の 4件法で回答を求めた。

自己受容感 佐藤（2001）が分類した自己肯定に関する項目をもとに笹川（2015）が作成した 4

項目からなる自己受容尺度を使用した。「1＝全然そう思わない」から「4＝とてもそう思う」までの

4件法で回答を求めた。
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とによる不利益は生じないことを 1ページ目に記載し，調査協力に同意した場合に質問のページに
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最終的には 146件の回答があったが，多重回答が 1件あったため，2回目の回答は除外した。145

名（男性 48名，女性 95名，無回答 2名; M = 20.71，SD = 1.29）のデータについて，SOBA-SETの

偏位尺度項目の合計点数が 18点未満のものを除外し，138名（男性 46名，女性 90名，無回答 2名;

M = 20.70，SD = 1.32）を分析対象とした。

調査内容

自尊感情 近藤（2013）が作成した SOBA-SETを使用した。SOBA-SETは SOSE，BASEの 2因

子各 6項目と偏位尺度項目 6項目の計 18項目で構成され，偏位尺度項目の合計点数が 18点以上で

あれば回答に信頼性があるとみなされる。「1＝全然そう思わない」から「4＝とてもそう思う」まで

の 4件法で回答を求めた。

自己受容感 佐藤（2001）が分類した自己肯定に関する項目をもとに笹川（2015）が作成した 4

項目からなる自己受容尺度を使用した。「1＝全然そう思わない」から「4＝とてもそう思う」までの

4件法で回答を求めた。

劣等感 YG性格検査から森津（2007）が抜き出した劣等感に関する 10項目を使用した。「1＝い

いえ」，「2＝どちらでもない」，「3＝はい」の 3件法で回答を求めた。

自己愛 中山・中谷（2006）が作成した，評価過敏性自己愛を測定する 8項目と誇大性自己愛を

測定する 10項目の計 18項目からなる評価過敏性―誇大性自己愛尺度を使用した。「1＝全くあては

まらない」から「5＝とてもあてはまる」までの 5件法で回答を求めた。

主観的幸福感 伊藤他（2003）が作成した 15項目からなる主観的幸福感尺度を使用した。4件法

で回答を求めた。

結果

尺度構成と記述統計

SOBA-SETの偏位尺度項目を除外した 12項目，自己受容感 4項目，劣等感 10項目，評価過敏性

―誇大性自己愛尺度 18項目，主観的幸福感尺度 15項目それぞれを先行研究に倣って因子ごとに分

け，内的整合性を確認するために信頼性分析を行ったところ，全てにおいて十分に高い値が得られ

た（α = .70―.89）。逆転項目を処理した上で，それぞれの因子の加算平均を尺度得点とした。

各変数の記述統計と相関係数を Table 3に示した。SOSEと BASEの間には有意な正の相関が見ら

れた（r = .53, p < .001）。また，SOSEは自己受容感，誇大性，主観的幸福感との間に正の相関（rs ≧ .32,

ps < .001），劣等感，評価過敏性との間には負の相関が見られた（rs ≦ -.29, ps < .001）。一方，BASE

には自己受容感，誇大性，主観的幸福感との間に正の相関（rs ≧ .50, ps < .001），劣等感，評価過

敏性との間には負の相関が見られた（rs ≦ -.47, ps < .001）。

SOSE，BASEと他の変数間の偏相関係数

BASEを制御変数とした際の SOSEと他の 5変数との偏相関係数，および SOSEを制御変数とし

た際の BASEと他の 5変数との偏相関係数を Table 4に示した。SOSEと誇大性，主観的幸福感との

間には有意な正の偏相関が（rps ≧ .18, ps < .05），劣等感との間には有意な負の偏相関が見られた

Table 3. 各変数の平均値（M），標準偏差（SD），信頼性係数（α）と相関係数（r）

1. SOSE 2.35 0.56 0.71

2. BASE 2.52 0.46 0.7 .53 ***

3. 自己受容感 2.93 0.73 0.87 .32 *** .71 ***

4. 劣等感 2.15 0.51 0.84 -.50 *** -.54 *** -.49 ***

5. 評価過敏性 3.04 0.80 0.83 -.29 *** -.47 *** -.38 *** .56 ***

6. 誇大性 2.61 0.74 0.85 .47 *** .50 *** .44 *** -.38 *** -.02

7. 主観的幸福感 2.66 0.51 0.89 .48 *** .71 *** .69 *** -.58 *** -.39 *** .57 ***

*** p < .001
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Table 4. 偏相関係数と対応のある偏相関係数の有意差検定

t p

自己受容感 -.09 .67 ** -16.78 < .001

劣等感 -.30 ** -.38 ** 1.12 .27

評価過敏性 -.06 -.39 ** 4.39 < .001

誇大性 .28 ** .34 ** -0.71 .48

主観的幸福感 .18 * .62 ** -6.96 < .001

偏相関係数の差

**p  < .01, *p  < .05

註：SOSEとBASEの一方を制御変数として，他方と5変数の
偏相関を求めた。

SOSE BASE

偏相関係数

（rp = -.30, p < .001）。また，BASEと自己受容感，誇大性，主観的幸福感との間には有意な正の偏相

関が（rps ≧ .34, ps < .001），劣等感と評価過敏性との間には有意な負の偏相関が見られた（rps ≦

-.38, ps < .001）。

偏相関係数間の有意差検定

自己受容感，劣等感，評価過敏性，誇大性，主観的幸福感のそれぞれについて，BASE を制御し

た際の SOSEとの偏相関係数と SOSEを制御した際の BASEとの偏相関係数の差に有意性があるか

どうかを検討するため，対応のある相関係数の間の有意差検定を行った。SOSE と諸変数との偏相

関係数を r1，BASEと諸変数との偏相関係数を r2，SOSEと BASEの相関係数を r3として，用いた

数式を以下に示す（iMns，2012）。

A＝ … （式 1）

ｔ＝ …（式 2）

得られた t値から自由度 135の t分布における両側確率（p値）を求めた（Table 4）。その結果，

自己受容感（t = -16.86, p < .001），評価過敏性（t = 4.39, p < .001），主観的幸福感（t = 6.96, p < .001）

の偏相関係数の差は有意であったが，劣等感（t = 1.12, p = .27），誇大性（t = -0.71, p = .48）の偏相

関係数の差は有意ではなかった。

Table 4. 偏相関係数と対応のある偏相関係数の有意差検定

t p

自己受容感 -.09 .67 ** -16.78 < .001

劣等感 -.30 ** -.38 ** 1.12 .27

評価過敏性 -.06 -.39 ** 4.39 < .001

誇大性 .28 ** .34 ** -0.71 .48

主観的幸福感 .18 * .62 ** -6.96 < .001

偏相関係数の差

**p  < .01, *p  < .05

註：SOSEとBASEの一方を制御変数として，他方と5変数の

偏相関を求めた。

SOSE BASE

偏相関係数
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考察

本研究の結果の要約を Table 5に示した。自尊感情の 2側面について，一方の影響を統制した偏相

関係数とその値の差の有意性を検討したところ，劣等感と誇大性は SOSE，BASE のそれぞれと同

程度に有意な偏相関が得られ，主観的幸福感は SOSE，BASEのそれぞれとの偏相関が有意であり，

かつ SOSEよりも BASEとの関連が強かった。また，自己受容感と評価過敏性はそれぞれ BASEと

のみ有意な偏相関が得られ，その差も有意であった。

Table 2に示した仮説と比較すると，自己受容感，評価過敏性がSOSEと有意な偏相関を示さなかっ

た点を除いて，偏相関の正負の方向性は仮説と一致した。また，偏相関係数の差の有意性について

は，評価過敏性は仮説とは逆に，BASE との関連の方が強かった。また，劣等感と誇大性は有差な

し，主観的幸福感は BASEとの関連の方が強いという点が仮説とは異なっていた。

自己受容感 自己受容感は「ありのままの自分を受け入れること」定義される（伊藤，1992）。

これは他者との比較に依拠せずに生じる自己受容の感情であるBASEと概念的に重なる部分が大き

く（近藤，2010），両者の間に強い関連が生じたのは必然であると考えられる。一方，石原（2020）

は自己受容感が随伴性自尊感情（SOSE）を低めるとしていたが，そのパス係数は小さく，本研究で

は両者の関連は有意ではなかった。自己受容の感覚は，他者との比較とは無関係に生じるものであ

ると考えられる。

劣等感 劣等感は，SOSE，BASEのいずれとも同程度の負の偏相関を示した。劣等感は自分が他

者よりも劣っているという感覚であり，自分と他者を比較してその差や相対的な位置を強く意識す

ることで強められるものであるが（高坂，2008），自分よりも優位に位置する他者に理想自己を重ね

たり，他者の存在は関係なしに理想自己と現実自己を比べたりすることで，理想自己と現実自己と

の間に差異を認知した結果，劣等感が高まることもある（中村，2016）。本研究の結果は，劣等感を

生じさせる自己評価の基準は外的なものと内的なものの双方があり得るという知見を支持するもの

である。

自己愛 これまで，自己愛と自尊感情には正の相関関係があること（小塩，1998），誇大性とは

正の，評価過敏性とは負の相関関係があることが示されている（島，2019）。本研究では自尊感情を

2 側面に分けて検討したところ，先行研究と同様の傾向が認められたが，偏相関を求めたところ，

SOSEと評価過敏性との間には有意な偏相関は認められなかった。

Table 5. SOSE，BASEと諸変数との関連とその差異

自己受容感 劣等感 評価過敏性 誇大性 主観的幸福感

SOSE － ＋ ＋

BASE ＋＋ － －－ ＋ ＋＋

註：＋は正の偏相関，－は負の偏相関を表す。記号の数の差は偏相関係数の差を表す。

Table 4. 偏相関係数と対応のある偏相関係数の有意差検定

t p

自己受容感 -.09 .67 ** -16.78 < .001

劣等感 -.30 ** -.38 ** 1.12 .27

評価過敏性 -.06 -.39 ** 4.39 < .001

誇大性 .28 ** .34 ** -0.71 .48

主観的幸福感 .18 * .62 ** -6.96 < .001

偏相関係数の差

**p  < .01, *p  < .05

註：SOSEとBASEの一方を制御変数として，他方と5変数の
偏相関を求めた。

SOSE BASE

偏相関係数

（rp = -.30, p < .001）。また，BASEと自己受容感，誇大性，主観的幸福感との間には有意な正の偏相

関が（rps ≧ .34, ps < .001），劣等感と評価過敏性との間には有意な負の偏相関が見られた（rps ≦

-.38, ps < .001）。

偏相関係数間の有意差検定

自己受容感，劣等感，評価過敏性，誇大性，主観的幸福感のそれぞれについて，BASE を制御し

た際の SOSEとの偏相関係数と SOSEを制御した際の BASEとの偏相関係数の差に有意性があるか

どうかを検討するため，対応のある相関係数の間の有意差検定を行った。SOSE と諸変数との偏相

関係数を r1，BASEと諸変数との偏相関係数を r2，SOSEと BASEの相関係数を r3として，用いた

数式を以下に示す（iMns，2012）。

A＝ … （式 1）

ｔ＝ …（式 2）

得られた t値から自由度 135の t分布における両側確率（p値）を求めた（Table 4）。その結果，

自己受容感（t = -16.86, p < .001），評価過敏性（t = 4.39, p < .001），主観的幸福感（t = 6.96, p < .001）

の偏相関係数の差は有意であったが，劣等感（t = 1.12, p = .27），誇大性（t = -0.71, p = .48）の偏相

関係数の差は有意ではなかった。
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評価過敏性は BASEとのみ関連が見られ，SOSEとの差も有意であった。この結果は，評価過敏

性が SOSEとより強く関連するとした仮説に反するものである。評価過敏性は周囲を過剰に気に掛

けることであるが（中山・中谷，2006），他者を意識することを通して，同時に他者の目に映る自分

を意識することにもなる。SOSE との間に関連が認められなかった点については今後さらに検討し

ていく必要があるが，過敏性自己愛者の無力感や傷つきやすさの背景に，「自分はこれでよい」と感

じることのできない，自己に対する基本的な信頼感の欠如が推測される。

一方，誇大性は SOSE，BASE の双方と同程度の関連を示した。誇大性には自己の完全性に対す

る陶酔という側面と，その裏返しとしての他者からの批判に対する防衛的反応，あるいは思い通り

にならない社会からの退却という側面が含まれている。本研究の結果は，誇大性が内的，外的基準

の双方と同程度に関連していることを示している。

主観的幸福感 主観的幸福感はある程度の時間的安定性と状況に対する一貫性をもつと同時に

（伊藤他，2003），他者評価や他者からの優越性によって高まることも指摘されている（石原，2020；

笹川，2015）。本研究の結果は，主観的幸福感は SOSE，BASEの双方と正の偏相関があるというも

のであり，一方で，主観的幸福感は自身に対する根源的なポジティブ感情であり，他方で，随伴的

に変動し得るものでもあるという，両知見を支持するものである。その上で，BASE の方がより強

い関連を示したことから，主観的幸福感は，相対的には外的基準に拠らない，安定したものである

と考えられる。

本研究の成果と今後の課題

本研究では，自尊感情を SOSEと BASEの 2側面に分け，諸変数との関連について検討した。そ

の結果，本研究で取り上げた変数はすべて BASEと関連するとともに，いくつかの変数は SOSEと

も関連していた。具体的には，自己受容感と主観的幸福感が高く，評価過敏性が低いことは BASE

の高さと関連し，劣等感が低く，誇大性と主観的幸福感が高いことは SOSEと関連することが示さ

れた。これまで，自尊感情の変動性については検討されてきたが（阿部・今野，2007; Kernis et al., 1989;

Leary et al., 1995），変化しやすい自尊感情である SOSEとの関連が変数によって異なることが明らか

となった。

現在，児童生徒の自尊感情の低さが重要な教育課題の 1つとして認識されている。ここで，内的

基準に基づく，安定した自尊感情である BASEを育てるという視点と，外的基準に基づく，可変的

な自尊感情である SOSEを低下させず，かつ不当に高めないという視点を共に持ち（近藤他，2014），

成功・失敗と向き合い，向き合わせることで，自己受容感や主観的幸福感を高め，健康な自己愛を

育てることが，自尊感情を育てることに資する可能性が示唆された。本研究は大学生を対象とした

ものであるため，児童生徒にも同様の知見が当てはまるのかや，具体的な支援，介入の方法につい

ては今後の課題としたい。
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評価過敏性は BASEとのみ関連が見られ，SOSEとの差も有意であった。この結果は，評価過敏

性が SOSEとより強く関連するとした仮説に反するものである。評価過敏性は周囲を過剰に気に掛

けることであるが（中山・中谷，2006），他者を意識することを通して，同時に他者の目に映る自分

を意識することにもなる。SOSE との間に関連が認められなかった点については今後さらに検討し

ていく必要があるが，過敏性自己愛者の無力感や傷つきやすさの背景に，「自分はこれでよい」と感

じることのできない，自己に対する基本的な信頼感の欠如が推測される。

一方，誇大性は SOSE，BASE の双方と同程度の関連を示した。誇大性には自己の完全性に対す

る陶酔という側面と，その裏返しとしての他者からの批判に対する防衛的反応，あるいは思い通り

にならない社会からの退却という側面が含まれている。本研究の結果は，誇大性が内的，外的基準

の双方と同程度に関連していることを示している。

主観的幸福感 主観的幸福感はある程度の時間的安定性と状況に対する一貫性をもつと同時に

（伊藤他，2003），他者評価や他者からの優越性によって高まることも指摘されている（石原，2020；

笹川，2015）。本研究の結果は，主観的幸福感は SOSE，BASEの双方と正の偏相関があるというも

のであり，一方で，主観的幸福感は自身に対する根源的なポジティブ感情であり，他方で，随伴的

に変動し得るものでもあるという，両知見を支持するものである。その上で，BASE の方がより強

い関連を示したことから，主観的幸福感は，相対的には外的基準に拠らない，安定したものである

と考えられる。

本研究の成果と今後の課題

本研究では，自尊感情を SOSEと BASEの 2側面に分け，諸変数との関連について検討した。そ

の結果，本研究で取り上げた変数はすべて BASEと関連するとともに，いくつかの変数は SOSEと

も関連していた。具体的には，自己受容感と主観的幸福感が高く，評価過敏性が低いことは BASE

の高さと関連し，劣等感が低く，誇大性と主観的幸福感が高いことは SOSEと関連することが示さ

れた。これまで，自尊感情の変動性については検討されてきたが（阿部・今野，2007; Kernis et al., 1989;

Leary et al., 1995），変化しやすい自尊感情である SOSEとの関連が変数によって異なることが明らか

となった。

現在，児童生徒の自尊感情の低さが重要な教育課題の 1つとして認識されている。ここで，内的

基準に基づく，安定した自尊感情である BASEを育てるという視点と，外的基準に基づく，可変的

な自尊感情である SOSEを低下させず，かつ不当に高めないという視点を共に持ち（近藤他，2014），

成功・失敗と向き合い，向き合わせることで，自己受容感や主観的幸福感を高め，健康な自己愛を

育てることが，自尊感情を育てることに資する可能性が示唆された。本研究は大学生を対象とした

ものであるため，児童生徒にも同様の知見が当てはまるのかや，具体的な支援，介入の方法につい

ては今後の課題としたい。
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